




























































クリック シュペーマン モノー

（エ）

　遺伝情報はＤＮＡからｍＲＮＡへ転写され，ｍＲＮＡからタンパク質に翻訳さ
れるという概念。（ＤＮＡの情報は複製される。）また，ＲＮＡからＤＮＡへ逆
転写されることもある。

（ウ）

位置情報は分子の濃度勾配で与えられる。

触覚になるはずの位置に脚が形成される。

２対の翅が形成される。

（エ） （カ）

Ｇ Ｆ Ｐ が 調 べ た い タ ン パ ク 質 の 機 能 を 阻 害 し

て し ま う 可 能 性 が あ る こ と 。

（分子量が増え，調べたいタンパク質の細胞内での分布が変わってしまうこと。（35字）)

（33字）



代謝 同化 異化 葉緑体

ミトコンドリア 共生 シアノバクテリア

光 合 成 で 生 産 さ れ た 有 機 物 が 呼 吸 に よ り す べ

て 分 解 さ れ る わ け で は な く ， 土 壌 な ど に 蓄 積

す る 。 そ の 蓄 積 し て い る 有 機 物 が 生 産 さ れ た

と き に 発 生 し た 酸 素 の 一 部 は ， 大 気 中 に 残 り

， 酸 素 濃 度 の 上 昇 に 寄 与 す る と 考 え ら れ る 。

（オ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ ン パ 球

の 活 性 化 に 時 間 が か か る た め ， 獲 得 免 疫 が は

た ら き 出 す の に １ 週 間 以 上 の 日 数 を 要 す る 。

こ れ を 一 次 応 答 と い う 。 こ の と き 増 殖 し た Ｔ

細 胞 や Ｂ 細 胞 の 一 部 が 記 憶 細 胞 と な っ て 残 り

， 再 度 同 一 の 病 原 体 が 侵 入 し た 場 合 ， 記 憶 細

胞 が す ぐ に 増 殖 し て 細 胞 性 免 疫 や 体 液 性 免 疫

が は た ら く 。 こ れ を 二 次 応 答 と い う 。 こ の た

め ， 発 症 し な い か 症 状 が 軽 く て す む 。
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中立 分子時計

または生殖的隔離，
または地理的隔離，
または～隔離

隔離

種分化 性選択



外 洋 域 は ， 現 存 量 は 非 常 に 少 な く ， 平 均 生 産

量 も 小 さ い が ， 面 積 が 広 い た め ， 地 球 全 体 の

純 生 産 量 に 占 め る 割 合 は 高 い 。

森 林 は ， 生 産 者 の 現 存 量 が 大 き く ， 同 じ 面 積

の 草 原 と 比 較 す る と 約 １ ０ 倍 に も な る 。 こ れ

は ， 同 化 器 官 で あ る 葉 を 大 量 に 持 ち ， そ れ を

支 え る 大 き な 幹 や 枝 が 存 在 す る た め で あ る 。

し か し ， 現 存 量 が 大 き い こ と は 呼 吸 量 も 大 き

い こ と に つ な が り ， 面 積 あ た り の 純 生 産 量 は

草 原 の ２ 倍 程 度 に と ど ま る 。

海 域 は 生 産 者 の 現 存 量 は 陸 域 と 比 べ て 著 し く

少 な い が ， 面 積 が 広 い 。 現 存 量 あ た り の 生 産

量 も 陸 域 よ り 遥 か に 大 き く ， 効 率 が よ い こ と

が わ か る 。

単純なネットワークではある１種の生物がいなくなった場合に，その競争種には数の増
加や分布の拡大がおこる。複雑なネットワークではある種の競争種は複数種であること
が予想され，１種の生物の消失がすぐにその競争種の個体数や分布に大きな変化をもた
らさないと考えられる。

単純なネットワークではいなくなった種の競争種の個体数が次第に増加し，増加しすぎる
と食物連鎖下位の生物相などに対して過度な圧力がかかる結果となり生態系全体のバラン
スが崩れる可能性がある。複雑なネットワークでは食物連鎖の同位にある種が多いことか
ら，そのようなことは起こりにくい。
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